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ＭＮＡ（核燃料サイクルへのマルチラテラル・アプローチ） 

国際専門家グループ報告書 

 

 

１． 背景 

地域の軍拡競争、非核兵器国による保障措置協定の違反、輸出管理体制の不備、

核拡散の地下ネットワークの顕在化、テロリストによる核物質等の取得への増大する

危険性等、不拡散及び安全保障上の懸念に取り組む国際協力がますます重要性を増

していることに対応して、エルバラダイ国際原子力機関（ＩＡＥＡ）事務局長は、２００４年

６月のＩＡＥＡ理事会において、民生用核燃料サイクルに対して実現可能なマルチラテ

ラル・アプローチ（以下、ＭＮＡ1）を検討するために、個人の資格で参加する国際専門

家グループを指名した。同グループは、２００４年８月から２００５年２月まで４回にわた

り会合を行い、２００５年２月２２日に報告書を公表した。（報告書の Executive 

Summary 及び参加者リストを別添2） 

 

２． マンデート 

同事務局長より国際専門家グループに与えられたマンデートは次の３点。 

（１）核燃料サイクルのフロント・エンド及びバック・エンドに対するマルチラテラル・ア

プローチに関する問題及び選択肢の分析の特定及び提示。 

（２）核燃料サイクルのフロント・エンド及びバック・エンドに対するマルチラテラルな

取り決めにおける協力への政策、法、安全保障、経済、制度及び技術的なイン

センティブ及びディスインセンティブについての概観の提示。 

（３）本グループに関連して、核燃料サイクルに対するマルチラテラルな取り決めに

ついて歴史的及び現在の経験に関する概観と分析の提示。 

 

３． オプションの概観 

拡散リスクの観点から最も機微性の高い核燃料サイクルの部分であるウラン濃縮、

再処理、使用済み燃料の処分、及び使用済み燃料の貯蔵の４段階について、以下の

各オプションの長所・短所を検討した。 
                                                 
1 報告書の正式タイトル：「核燃料サイクルへのマルチラテラル・アプローチ(Multilateral approaches 

to the nuclear fuel cycle)」。本報告書の本文では、右について、Multilateral Nuclear Approaches 

(MNA)との略称を用いている。なお、本報告書によれば、multinational（複数国の参加）、 regional

（近隣国からの参加）及び international（複数国及び／又はＩＡＥＡのような国際機関の参加）を包含

する最も広く柔軟な概念を示すmultilateral（単に複数の主体の参加を意味する）の用語を用いるこ

ととしている。 

 

 

 
2 同グループは、当初２３名から構成されたが、第３回会合より、イラン、カザフスタン及びスウェー

デンからの専門家が新たに参加し、２６名となった。 

新計画策定会議 

国際問題検討ＷＧ（第２回） 

資料第３号 

報告書全文は、ＩＡＥＡホームページにて一般公開されている。 

（ http://www.iaea.org/Publications/Documents/Infcircs/2005/infcirc640.pdf  ） 
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タイプ１：施設の所有権タイプ１：施設の所有権タイプ１：施設の所有権タイプ１：施設の所有権を伴わないサービスの保証を伴わないサービスの保証を伴わないサービスの保証を伴わないサービスの保証    

a) 供給国による追加的な供給保証 

b) 政府間の国際的コンソーシアによる保証の拡大 

c) ＩＡＥＡ関連の取り決めによる拡大された保証の提供 

タイプ２：既存の国有タイプ２：既存の国有タイプ２：既存の国有タイプ２：既存の国有施設の多国間施設への転換施設の多国間施設への転換施設の多国間施設への転換施設の多国間施設への転換    

タイプ３：新規共同施設の建設タイプ３：新規共同施設の建設タイプ３：新規共同施設の建設タイプ３：新規共同施設の建設    

 

４． 主要な結論 

国際専門家グループは、核燃料サイクル及び技術移転に対する全般的な管理を強

化するための措置をとるよう勧告する。それらの措置には、追加議定書の普遍化や輸

出管理のより厳格な実施及び普遍的参加も含まれる。 

議論のモメンタムを維持するために、国際専門家グループは、ＩＡＥＡ加盟国、ＩＡＥＡ

事務局、原子力産業及びその他の原子力関連組織が、ＭＮＡ一般及び以下に提案す

る５つのアプローチに注目することを勧告する。 

 

５つのアプローチの提案５つのアプローチの提案５つのアプローチの提案５つのアプローチの提案 

 国際的な供給保証を確保しつつ、民生用核燃料サイクルに関する不拡散上の保証

を増加させる目的は、ＭＮＡを徐々に導入ＭＮＡを徐々に導入ＭＮＡを徐々に導入ＭＮＡを徐々に導入することによって達成することができるかも

知れない。 

 

（１） 既存の商業的市場メカニズムの強化既存の商業的市場メカニズムの強化既存の商業的市場メカニズムの強化既存の商業的市場メカニズムの強化。これは、ケースバイケースで、長期契約

や政府の支持を背景とした透明性のある供給国の取り決めを通じてなされる。

例としては、商業的燃料銀行、燃料のリース、（使用済み）燃料の引き取り、及

び使用済み燃料の貯蔵・処分に関する商業的オファー。 

（２） ＩＡＥＡの参加による国際的な供給保証の発展及び実施ＩＡＥＡの参加による国際的な供給保証の発展及び実施ＩＡＥＡの参加による国際的な供給保証の発展及び実施ＩＡＥＡの参加による国際的な供給保証の発展及び実施。例えば、ＩＡＥＡが燃料

銀行を運営する等、ＩＡＥＡがサービス供給の保証者ＩＡＥＡがサービス供給の保証者ＩＡＥＡがサービス供給の保証者ＩＡＥＡがサービス供給の保証者として役割を果たすといっ

た様々なモデルを検討すべき。 

（３） 既存の施設のＭＮＡへの任意の転換の促進既存の施設のＭＮＡへの任意の転換の促進既存の施設のＭＮＡへの任意の転換の促進既存の施設のＭＮＡへの任意の転換の促進。ＮＰＴ非核兵器国、核兵器国、及

びＮＰＴ非締約国の参加を得て、同措置を信頼醸成措置として追求する。 

（４） 任意の合意及び契約を通じて、フロント・エンド及びバック・エンドの原子力施設

の共同所有、引き出し権、又は共同管理を基礎とする新規施設への多国間及新規施設への多国間及新規施設への多国間及新規施設への多国間及

び地域的なＭＮＡの創設び地域的なＭＮＡの創設び地域的なＭＮＡの創設び地域的なＭＮＡの創設。統合された原子力発電パークもこの目的に資するで

あろう。 

（５） 原子力エネルギーが世界中に更に拡大するシナリオにおいては、より強力なより強力なより強力なより強力な

多国間取り決め（地域又は大陸毎に）、並びに、ＩＡＥＡ及び国際社会を関与さ多国間取り決め（地域又は大陸毎に）、並びに、ＩＡＥＡ及び国際社会を関与さ多国間取り決め（地域又は大陸毎に）、並びに、ＩＡＥＡ及び国際社会を関与さ多国間取り決め（地域又は大陸毎に）、並びに、ＩＡＥＡ及び国際社会を関与さ

せるより幅広い協力を伴った核燃料サイクルの開発せるより幅広い協力を伴った核燃料サイクルの開発せるより幅広い協力を伴った核燃料サイクルの開発せるより幅広い協力を伴った核燃料サイクルの開発が必要となるかも知れな

い。 

                    以上 




































